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川棚温泉まちづくり株式会社(まち株)の広報紙「川棚の杜だより」第53号をお届けします。 来年は明治維新150年

です。ところ変わればというやつで、福島県では戊辰戦争150年でもあります。18年前に会津の東山温泉に泊まりまし

た。ちょうどお盆の夜で、自分ちの先祖だけでなく白虎隊士の供養もしていました。節目とか記念の年だからに関係な

く、日頃から偲び悼んでいる地域柄が伝わってきました。 京都人が先の 戦
いくさ

と言えば、幕末や太平洋戦争でなく応仁

の乱。よく知られた京都ジョークですが洛中人は本当に言います。市中が焼かれて祇園祭も中断、都の暮らしが徹底的

に破壊されたのは550年前の応仁の乱だからです。会津も京都も、歴史を今につながる我が事として肌身に感じ生きて

いる土地柄ならではの話です。対して下関では、維新150年を観光イベントとして祭り上げているだけ、そんな気がす

るのは、歴史や古いものにこだわる奈良生まれのひねた見方だからでしょうか。 今秋から毎晩、古事記と日本書紀を

読み返しています。そこには長門(穴門)や豊浦(止与良)の地名が出てきます。今も受け継がれている古地名と、土井ヶ

浜、中ノ浜遺跡や大門古墳の考古史料が示すように、豊浦はずっと昔から途切れることなく人が住み生活を営んできた

土地です。 維新150年イベントは誘客手段と割り切ってミーハー指向でいいけれど、一方でまちづくりや地域活動は

この地に住まう人たちの郷土愛に根ざしている方が実を結びます。両方欲張っていこうと思います。 2018年もまち株・

川棚の杜をよろしくお願いします。みなさま、よいお年をお迎えください。             【編責:事務局長上田繁和】 
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夢 中 生 が 観 光 ガ イ ド に 挑 戦 し ま し た  

川棚温泉観光ボランティアガイドの手ほどきで夢

が丘中学校の生徒5名による観光ガイド体験が、12月

3日(日)川棚のクスの森で行われました。これは夢が

丘中学校ボランティア室の夢ボラふるさと応援隊の

活動の一環です。 

オレンジ色のガイドベストとスピーカーを着用し

て、訪れた観光客や同じ日に行われた川棚公民館健

康ウォークの参加者に、山頭火の句碑、シーボルト

コギセル、飛び枝など、クスの森の歴史や生態をガ

イドしました。何度か交替で話すうちに、どんどん

上達し、来訪者から拍手もいただきました。 

さらに練習を

積んで、次回は

３月に再びクス

の森で観光ガイ

ドを行う予定で

す。  【村上】 

コルトーホール  2 0 1 8年ステージ情報♪ 

♪3/18(日)15:00開演 

第9回川棚･コルトー音楽祭 

エマニュエル･シュトロッセ ピアノリサイタル 

ラヴェル「亡き王女のためのパヴァーヌ」他 

コルトーが好んで演奏した作品によるリサイタル 

一般3500円/ペア6000円(前売のみ)/高校生以下

1500円 ※当日各500増 

♪6/15(金)11:00 入場無料 

コルトーを偲ぶ会～アルフレッド･コルトー没後56年～ 
コルトー胸像献花、茶話会ほか 

♪9/9(日)16:00～18:00(予定) 

川棚の杜ジャズ･ライブ Live Bar vol.9(予定) 

毎年恒例、川棚の定番! 呑みながら聴ける大人なジャズライブ 

♪9/22(土)午後公演 

第7回川棚の杜  寄席(予定) 

年に一回大笑い! 古典と新作、師匠とお弟子、生のお囃子による本格上方落語 

♪11/23(金･祝) 24(土) 25(日) 

全4公演予定 

川田健太郎プロジェクト vol.2 
親子向け、正統派クラシックからジャズ＆ポ

ップス、地元ゲスト藤田卓也との共演、音楽

の力で感動する3日間 

♪12/2(日)午後公演 

秋山仁希プロデュースChristmas Jazz Live in Cortot Hall vol.3(予定) 

毎年即完! クリスマスソングや映画音楽もある大

人気の地産地消ジャズライブ 

クラシックからジャズまで、こどもからシ

ニアまで、みんなで楽しめる多彩で魅力的な

音楽をお届けします。 

どうぞお楽しみに!!!            【増田】 

チケットのご予約は川棚の杜へ/電話083-774-3855 

烏 山 民 俗 資 料 館 の 新 展 示 

掃除
そ う じ

と箒
ほうき

のあれこれ 
～暮らしと用具の解剖学～ 

アジア各国のほうき 

左からタイ、インドネシア、フィリピン、中国、韓国 



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川棚の杜だより(かわたなのもりだより) 

2017年12月30日発行 第053号 

編集発行 川棚温泉まちづくり株式会社 
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コルトーホールの催し物のご案内 

毎週 

水曜 

フラワーサークル花天 
～フラワーアレンジメントを楽しむサークル～ 

初めてのひとも大歓迎 !!  有料･要申込(横山090-8713-0518) 

毎週 

土曜 

英語のえどぅ 
～今からだって大丈夫 !! 英検一級講師と楽しく学ぶ～  

受講生募集中 !!  有料･要申込(藤永080-1945-0558) 

12/30 

(土) 

Locarhythm ローカリズム 

いなり湯スタジオpresents2017年末ライブ 

11:00～19:00 
 入場無料  

12月31日～1月3日 休館 

1/12 

(金) 
豊浦町新年交歓会 

豊浦総合支所地域政策課(電話772-4001) 

17:00～19:00 
[要] 事前申込 

1/29 

(月) 
懐かしの歌を一緒に歌いませんか♪ 

首藤三千代･岩崎美代子･河野俊英･吉村桂子 

14:00開演 
 参加無料  

烏山民俗資料館の展示 

近代やまぐち温泉めぐり～明治維新後の県内温泉地の変化～ 

掃除と箒のあれこれ～ 暮 ら し と 用 具 の 解 剖 学 ～ 

烏山通信 烏山民俗資料館所蔵の古い写真の中から

１枚を選んでご紹介♪ 

今月はこの1枚、川棚温泉青龍園の桜です！ 

大正時代の温泉土産用の写真ハガキです。今の妙青寺

の梅園がこの青龍園に当たるそうで、この時代には桜が

植えられ、大勢の人がお花見を楽しんだようです。テー

ブルでお花見というのもなかなかオツなものですね。 

烏山民俗資料館の近代やまぐち温泉めぐり展

では、県内の温泉地の古写真や地図を展示中です。川棚

温泉の古写真も多いので、懐かしい風景に出会えるかも

しれません。入館･観覧ともに無料。1月23日まで。 

ぜひぶらりとお立ち寄りくださいませ! 

【烏山民俗資料館 横山】 

川棚むかしばなし  

今月は「山猿の返礼」というお話。 

はじまりはじまり～ 

昔々、猟師達に追われた一匹の山猿が里に迷

い出たことがあった。 

ある日のこと、人情深いと評判のおばあさん

の家の背戸口にしょんぼりとその山猿が立って

いた。その姿を見たおばあさんは可哀相に思っ

て、三合袋に粉米を入れて山猿に与えて、さあ

さあ早く山へ帰りなさい、とやさしく言ってや

った。山猿は嬉しそうに粉米を口に入れて、頭

を下げるようにして、山の彼方へ消え去った。 

それから二、三日過ぎたある日、おばあさん

が畑から帰ってくると、山いちごのいっぱい入

った三合袋が家の中に置いてあった。見覚えの

ある袋はあの山猿にやったもので、明らかに先

日の山猿が持参したものであった。山いちごも

山猿がお礼のつもりで真心をこめて一つ一つも

ぎ集めたのだろう。崋山の麓、殿居村で語り伝

えられている昔話である。(おしまい) 

【烏山民俗資料館 横山】 

ＪＲ観光列車○○のはなし号でおもてなし 

８月にデビューした観光列車○○
まるまる

のはなし号。

運行区間の３市、萩～長門～下関の頭文字を取って

「は、な、し」です。 

海側を向いた大き

な窓にベンチシー

ト、沿線各地の一

押し○○をテーマ

にした車内イベン

トが好評です。 

10月～12月の計

３回、川棚温泉観

光ボランティアガ

イドが同乗して、

おもてなしトーク

を実施しました。 

乗客の皆さんは瓦シューを頬張りながら熱心に聞

いてくださって、後半の川棚温泉クイズで大盛り上

がり!! 車内に笑顔が溢れました。 

トークショー終了のご挨拶で司会のガイドさんが

「本日の○○のはなしはこれにておしまい。次回は

ぜひ川棚温泉にいらっしゃい！本日のご乗車ありが

とうございました」と笑顔で締めくくると乗客のみ

なさんから大きな拍手。今度は川棚温泉でお会いで

きるのを楽しみにしています。             【葛西】 


